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Lî

t̂̂
i-)もC-J<.'-i''.-'.v':>r十代C:,告fi

の
移
ろ
ふ
見
れ
ば
(
巻

六
・
一
〇
四
五
)

ヽ

　

ヽ

ォ
蝣
'
-
'
,
蝣
i
J
r
<
0
っ
止
i
i
i
z
-
;
下
し
と
軍
C
'
-
.
f
<
~
十
　
壷
え
　
　
つ
る
-
,
 
-
y
(
-
3

三
・
四
六
五
)

糾
世
間
の
営
な
き
こ
と
は
知
る
ら
む
を
情
尽
す
な
丈
夫
に
し
て
(
巻
十
九
・

四
二
一
六
)

「
世
間
」
が
二
つ
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
こ
こ
で
は
「
ヨ
′
ナ
カ
」
の
訓
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

ま
十
日
で
も
　
　
　
こ
O
v
-
^
1
　
'
「
¥
_
j
'
-
蝣
;
一
T
帥
大
に
i
;
:
の
凶
.
問
に
;
:
.
,
-
'
-
>
'
<
.
'
i
.
-
j

一
首
」
の
怒
詞
と
'
「
悶
故
前
転
L
へ
凶
間
男
莞
す
.
永
く
崩
心
の
悲
し
び
を

蝣
z
^
/
　
蛸
-
り
位
」
?
Q
J
-
圭
∴
.
;
]
十
-
r
r
:
'
t
 
E
^
c
r
i
:
∴
　
'
:
-
;
T
t
/
"
柁
こ
"
＼

の
み
O
笠
を
尽
さ
ぬ
は
'
古
今
m
く
所
な
り
.
」
の
詞
書
が
つ
い
て
い
る
O

清

文

　

　

雄

「

禍

故

」

は

不

孝

の

芯

で

あ

る

が

、

左

注

に

「

押

包

五

年

六

月

二

十

三

日

」

の

ヨ

v

z

'

-

'

.

S

i

ご

㌻

し

こ

∴

か

・

r

r

仁

¥

-

'

:

:

:

!

日

で

i

'

J

-

'

;

.

・

-

∴

っ

た

こ

-

'

j

-

v

r

-

'

-

J

v

J

さ

す

も

の

と

思

わ

れ

る

o

r

凶

間

」

は

井

上

通

泰

博

士

の

説

に

従

っ

て

へ

凶

事

に

関

す

る

知

ら

せ

の

意

に

と

っ

て

お

く

。

さ

て

'

「

人

目

は

叶

∴

-

J

:

:

.

-

,

1

.

Q

」

は

'

「

=

i

出

蝣

"

.

'

.

'

'

1

」

の

S

・

一

・

㌻

」

心

に

お

い

三

己

っ

た

こ

と

ば

で

あ

ろ

-

O

上

富

法

王

R

E

3

説

所

引

の

天

寿

国

編

眼

鏡

に

、

「

世

間

虚

仮

へ

唯

仏

是

托

」

と

見

え

て

お

り

、

徳

太

子

の

思

翻

心

を

表

わ

し

た

詞

句

で

あ

る

が

'

太

子

は

「

世

間

無

常

」

と

い

う

仏

教

哲

学

の

根

本

命

題

・

[

「

」

へ

こ

の

・

蝣

蝣

{

蝣

ヱ

長

'

,

t

:

^

H

て

い

・

r

小

w

.

も

の

と

〓

日

付

T

r

.

'

c

"

;

-

i

.

J

㌫

i

E

l

、

六

十

拝

m

一

二

)

と

す

る

試

C

t

;

い

ド

4

:

v

<

-

i

-

L

-

r

.

:

:

工

1

-

t

蝣

-

‥

叫

"

蝣

r

j

.

大

半

〓

㌫

ド

蝣

蝣

m

∴

は

う

L

j

'

^

e

T

∵

蝣

-

:

(

七

二

・

八

)

ま

て

に

.

蝣

-

I

,

1

;

t

蝣

.

:

'

-

/

;

;

_

-

<

蝣

*

蝣

・

-

t

・

(

∵

て

い

も

。

i

=

天

ル

J

.

i

サ

ー

-

-

-

‥

i

-

i

d

間

し

き

-

-

.

'

.

i

'

i

:

子

、

…

~

-

-

J

-

H

y

^

C

c

:

g

い

に

堪

え

な

い

で

い

る

と

き

'

す

で

に

い

く

た

び

か

目

に

し

耳

に

し

た

と

思

わ

れ

る

「

性

1

.

i

.

v

.

;

-

-

-

」

と

い

う

~

-

n

c

予

バ

ー

」

-

i

-

^

:

:

h

V

J

'

今

こ

に

L

r

t

て

け

r

>

*

蝣

心

し

た

の

で

あ

る

。

別

の

言

い

方

を

す

れ

ば

'

悲

愁

の

偶

成

仙

を

誘

う

事

実

が

'

「

世

間

-

'

蝣

-

'

-

'

-

'

J

O

H

・

'

-

j

C

蝣

'

・

"

前

」

.

蝣

?

-

/

J

-

て

い

よ

い

よ

小

:

蝣

'

蝣

'

-

-

'

蝣

"

i

-

'

J

.

i

i

い

-

^

c

L

J

な

っ

た

の

で

あ

る

O

な

お

「

知

る

」

と

は

'

こ

こ

で

は

先

哲

が

損

示

し

た

人

生

C

玩

川

;

-

,

'

.

-

!

<

-

'

y

-

.

-

,

r

つ

て

T

F

]

す

一

:

<

>

j

L

L

I

-

-

'

い

- 1 -



-
t
%
I
 
*
"
.
1
、
　
　
　
　
　
　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

の
な
か
の
一
首
で
'
作
者
未
詳
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
平
十
三
年
(
七
四
一
)

に
郡
が
山
城
の
久
湖
に
覆
さ
れ
た
後
の
詠
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
歌

い

　

　

　

I

^

-

¥

　

　

　

t

 

i

.

,

.

・

.

　

.

'

'

・

-

-

・

"

.

'

,

i

-

1

だ
、
お
の
立
派
で
あ
っ
た
奈
良
の
郡
が
日
増
し
に
荒
れ
ゆ
-
様
を
見
る
と
'
と

い
う
の
で
あ
る
。
旅
人
の
歌
の
下
の
句
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
'
あ
ら
わ
な
情
感

の
吐
指
は
な
い
と
し
て
も
'
「
　
<
r
ぞ
知
る
」
の
な
か
に
'
哀
切
な
行
隅
の

ひ
'
D
蝣
'
V
;
)
 
'
∴
町
・
/
.
」
L
j
V
.
V
'
M
v
.
O
。
「
什
間
圭
山
・
:
i
　
「
㌣
間
.
*
J
-
.
 
'
.
-
-
」
C
S
S
;
が
'

そ
れ
を
「
知
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
'
改
め
て
情
感
の
流
れ
に
深
い
か
か
わ
り
を

持
っ
て
く
る
点
に
お
い
て
r
I
旅
人
の
訳
と
間
じ
発
棚
だ
出
る
も
の
と
い
う
こ
と

・
-
,
 
>
:
'
J
a
,
1
j
る
o

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

.

.

-

[

.

蝣

・

蝣

蝣

・

蝣

-

-

1

I

月
に
愛
妾
を
短
い
'
「
今
よ
り
は
秋
風
寒
く
吹
き
な
む
を
い
か
に
か
独
り
畏
き

∴
　
、
v
I
'
l
　
蝣
∵
　
　
　
　
、

比

.

　

蝣

　

!

.

.

・

'

・

-

,

 

'

-

.

蝣

.

!

　

i

.

:

:

'

i

-

蝣

-

'

　

;

'

.

 

'

・

'

"

.

蝣

-

-

-

∴

が
、
七
月
に
入
っ
て
か
ら
へ
　
「
秋
風
を
悲
し
び
喋
き
て
」
詠
ん
だ
の
が
i
i
の
敬

で
あ
る
O
こ
の
件
は
和
衷
な
も
の
で
あ
る
と
は
知
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
'
秋

風
の
寒
い
に
つ
け
て
亡
き
人
を
恋
い
偲
ぶ
情
に
堪
え
な
い
こ
と
だ
'
の
意
で
あ

る
。
「
惟
問
無
常
」
の
現
念
が
了
絹
さ
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
悲
し
み
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
へ
と
い
-
の
で
あ
る
。
前
の
二
百
で
は
、
情
感
が
放

念
の
紹
封
を
受
け
て
、
拝
情
に
哀
切
の
ひ
び
き
を
加
え
る
の
を
見
た
の
で
あ
る

・
i
i
　
こ
C
t
f
で
は
'
;
?
/
'
が
軍
へ
一
㌻
　
　
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
*
-
>
-
v
:
-
;
る
な
け

隅
に
徹
し
よ
-
と
し
て
い
る
の
を
知
る
。
剛
の
歌
は
'
家
持
の
越
中
守
時
代
の

詠
で
あ
る
。
天
平
勝
実
二
年
(
七
五
〇
)
五
月
二
十
七
日
へ
慈
母
を
染
っ
た
広

原
二
:
-
i
"
K
-
撃
霊
㌣
¶
の
で
'
;
*
:
:
r
*
に
s
i
-
J
.
1
i
r
で
・
j
'
i
i
C
I
 
i
=
ォ
J
r
t
て
u
'
.
 
-
＼
十
J
.

に
対
し
て
'
「
世
間
無
常
」
の
道
理
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
と
班

励
し
て
や
っ
た
歌
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.

]
.
]
生
と
i
f
-
は
j
-
*
>
.
:
ぅ
C
は
人
e
S
o
:
蝣
;
-
;
;
=
・
で
も
一
O
V
.
'
「
・
E
m
m
誉
」
「
什
間

∴
.
 
・
「
　
　
、
　
∵
"
t
∵
∵
、
　
　
　
　
　
　
山

っ
て
t
 
z
^
O
と
甲
:
芯
と
は
'
-
>
5
-
-
>
J
t
r
-
>
」
二
:
ト
H
-
i
i
/
.
 
'
-
E
i
 
'
i
J
i
!
も
ろ
も
り
L
J
い
-

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
の
照
射
を
得
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
裏
切
る
に
せ
よ
'
短

歌
的
拝
借
の
世
界
に
既
成
の
放
念
や
思
想
を
か
か
わ
ら
せ
る
方
法
を
'
万
斑
人

の
実
作
の
上
に
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
.
そ
し
て
、
た
と
え
ば
へ
無
常
紋
を
単

に
日
工
H
と
し
て
詠
,
芸
i
」
"
f
V
肯
E
i
i
O
i
・
・
'
的
…
c
.
:
>
>
‥
L
L
・
'
蝣
蝣
>
-
;
-
.
㌫
こ
と
・
>
蝣
.
 
-
-
 
'
1
-
J

え
ば
、
和
歌
性
界
へ
の
「
思
想
」
の
関
与
の
仕
方
と
し
て
は
'
け
っ
き
よ
く
右

の
二
通
り
し
か
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

(
本
学
教
授
・
文
学
怖
士
)




